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第
１
回
定
例
会
の
概
要

　

令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
（
宮
下
誠
議
長
）
は
、
１
月
24
日
に
開
会
し
、
３
月
６
日
に
閉
会
し

ま
し
た
。

優先整備路線に係る総合的判断を市長報告／直後に撤回
市長に対し出処進退を明らかにすることを求める決議を可決

一
般
会
計

�

当
初
予
算
を
可
決小金井市議会議員選挙開票の様子（3月23日、小金井市総合体育館）

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
総
額
が

前
年
度
比
約
３
・
２
％
の
減
少
と
な
る
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
524
億
円
で
提
案
さ
れ
ま
し

た
。

　

審
査
に
当
た
り
、
議
長
を
除
く
全
議
員
で

構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会
（
渡
辺
ふ
き
子

委
員
長
）
に
付
託
し
、
７
日
間
に
及
ぶ
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
の
本
会
議
で
は
、
組
替
え
動
議

が
提
出
さ
れ
、
否
決
し
た
後
、
原
案
に
つ
い

て
採
決
を
行
い
、
起
立
採
決
の
結
果
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。（
詳
細
は
２
面

に
掲
載
）

　

な
お
、
一
般
会
計
以
外
の
国
民
健
康
保
険
、

介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
３
つ
の
特

別
会
計
及
び
下
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

２
月
17
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
市
長
か

ら
、
優
先
整
備
路
線
の
検
証
及
び
総
合
的
判

断
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
報
告
は
、
小
金
井
都
市
計
画
道
路
３
・

４
・
11
号
線
に
つ
い
て
は
、
検
証
報
告
書
を

踏
ま
え
る
と
必
要
性
を
否
定
で
き
な
い
が
、

自
然
環
境
保
護
の
観
点
か
ら
課
題
が
残
る
た

め
、
環
境
に
対
す
る
影
響
の
低
減
に
向
け
た
、

橋
梁
の
設
計
内
容
に
つ
い
て
見
直
し
を
求
め

る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
都
市
計
画
道

路
３
・
４
・
１
号
線
に
つ
い
て
は
、
構
造
に

よ
る
具
体
的
な
動
植
物
等
へ
の
影
響
が
不
明

の
た
め
判
断
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
が
、

国
分
寺
崖
線
（
は
け
）
へ
の
影
響
が
明
ら
か

で
あ
る
た
め
、
事
業
化
の
手
続
き
は
一
旦
中

止
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
し
た
も
の
で

す
。

　

当
日
は
、
市
長
か
ら
、
総
合
的
判
断
を

行
う
に
当
た
り
考
慮
し
た
環
境
へ
の
影
響

に
係
る
専
門
家
の
見
解
に
つ
い
て
、
調
整

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
時
間
を
頂
き
た

い
と
の
発
言
が
あ
り
、
本
会
議
は
延
会
と

な
り
ま
し
た
が
、
３
月
４
日
の
本
会
議
で

は
、
そ
の
調
整
が
で
き
て
い
な
い
た
め
、

市
長
報
告
の
撤
回
の
申
出
が
あ
り
、
承
認

し
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
の
本
会
議
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
経
過
を
踏
ま
え
て
、
議
員
か
ら
市
長
に

対
し
優
先
整
備
路
線
２
路
線
問
題
に
係
る

市
政
の
混
乱
を
踏
ま
え
、
白
井
亨
市
長
に

対
し
、
そ
の
責
任
を
厳
し
く
問
う
と
同
時

に
、
自
ら
出
処
進
退
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
求
め
る
決
議
を
提
案
し
可
決
し
ま
し

た
。

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
を
可
決

優
先
整
備
路
線
の
検
証
及
び
総
合
的
判
断
に
係
る
市
長
報
告

令
和
７
年
第
１
回

　

定
例
会
日
誌

  【
1
月
】

24
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・

採
決
、
令
和
７
年
度
施

政
方
針
）

28
日　

�

本
会
議
（
令
和
７
年
度

施
政
方
針
の
質
疑
、
議

案
の
審
議
、
委
員
会
付

託
）

29
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・

委
員
会
付
託
）

31
日　

�

本
会
議
（
一
般
質
問
）

  【
2
月
】

３
日　

�

本
会
議
（
一
般
質
問
）

４
日　

�

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議

員
提
出
議
案
の
審
議
・

採
決
、
陳
情
の
委
員
会

付
託
）

５
日　

議
会
運
営
委
員
会

10
日　

厚
生
文
教
委
員
会

12
日　

建
設
環
境
委
員
会

13
日　

総
務
企
画
委
員
会

17
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・

委
員
会
付
託
、
市
長
報

告
）

18
日　

予
算
特
別
委
員
会

19
日　

予
算
特
別
委
員
会

20
日　

予
算
特
別
委
員
会

21
日　

予
算
特
別
委
員
会

26
日　

予
算
特
別
委
員
会

27
日　

予
算
特
別
委
員
会

28
日　

�

庁
舎
等
建
設
及
び
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推

進
調
査
特
別
委
員
会

 【
3
月
】

３
日　

�

行
財
政
改
革
推
進
調
査

特
別
委
員
会

４
日　

建
設
環
境
委
員
会

　
　
　

総
務
企
画
委
員
会

　
　
　

�

本
会
議
（
市
長
報
告
の

撤
回
）

　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

６
日　

�

本
会
議
（
委
員
会
付
託

案
件
の
採
決
、
議
案
の

審
議
・
採
決
、
議
員
提

出
議
案
の
審
議
・
採
決
）

６
面
に
、
白
井
市
長
就
任
後
の
優
先
整
備
路
線
問
題
に
係
る
こ
れ
ま
で
の
経
過
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

一般会計　予算額５２４億円 ※金額は、千円の位を
四捨五入しています。

歳入

歳出

市税
236億4,801万円　45.1％

土木費　
33億3,198万円  6.4％

公債費
19億7,268万円  3.8％

消防費
16億2,169万円  3.1％

議会費
3億7,674万円    0.７％

その他
3億3,577万円    0.７％

国庫支出金　96億9,513万円　18.5％

民生費　280億2,825万円 53.5％
総務費　60億7,599万円    11.6％
教育費　58億5,861万円    11.2％
衛生費　47億9,829万円      9.2％

都支出金
92億8,942万円　17.7％

地方消費税交付金
28億7,300万円　5.5％

市債
10億4,280万円　2.0％

その他
58億5,164万円11.2％
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反
対
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
大
三
（
子
ど
も
の
権
利
）

　

①
違
法
、
無
効
と
の
判
決
が
確
定

し
て
い
る
市
立
保
育
園
２
園
の
廃
園

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

反
対
の
理
由
の
第
１
は
、
物
価
高

騰
で
市
民
生
活
が
大
変
な
中
、
国
保

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

　

改
定
内
容
は
、
合
計
で
１
・
３
億

円
の
市
民
負
担
増
で
あ
り
、
１
人
当

た
り
６
千
700
円
の
値
上
げ
で
あ
る
。

小
金
井
市
の
国
保
税
は
長
ら
く
多
摩

26
市
で
１
番
高
か
っ
た
。
こ
の
間
税

率
改
定
の
値
上
げ
は
し
て
い
な
く
て

良
か
っ
た
が
、
再
度
の
値
上
げ
は
問

題
で
あ
る
。
一
般
会
計
か
ら
の
法
定

外
繰
入
れ
を
減
ら
し
て
い
る
こ
と
が

問
題
で
あ
る
。
こ
の
方
針
を
改
め
る

べ
き
で
あ
る
。
物
価
高
騰
の
中
、
国

保
税
の
値
上
げ
は
加
入
者
の
暮
ら
し

を
さ
ら
に
大
変
に
す
る
。
国
保
は
加

入
者
の
負
担
だ
け
で
は
制
度
を
維
持

で
き
な
い
構
造
的
な
問
題
を
抱
え
て

い
る
。
国
や
東
京
都
に
財
政
支
援
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
か

な
わ
な
い
状
況
に
お
い
て
市
が
負
担

軽
減
に
努
力
す
る
べ
き
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

斎
藤
康
夫
（
参
政
党
）

　

反
対
の
理
由
の
第
一
は
、
多
く
の

専
門
家
が
安
全
性
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
対
す
る
レ
プ

リ
コ
ン
を
含
む
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン

を
市
民
が
選
択
で
き
る
予
算
が
含
ま

れ
て
い
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

安
田
け
い
こ
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

優
先
整
備
路
線
２
路
線
に
関
す
る

市
長
報
告
に
関
し
、
市
長
の
政
治
姿

勢
と
今
後
の
市
政
運
営
へ
の
影
響
を

懸
念
す
る
が
、
市
民
生
活
に
必
要
な

事
業
の
予
算
と
し
て
、
賛
成
す
る
。

障
が
い
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
遊
べ

る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
公
園
作
り
の

取
組
を
評
価
し
、
保
育
園
や
学
校
等

に
広
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
が
、
環

境
配
慮
か
ら
整
備
の
際
、
人
工
芝
を

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

岸
田
正
義
（
み
ら
い
）

　

我
が
会
派
が
要
望
し
て
き
た
こ
と

が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
評
価
で
き
る

一
方
で
、
複
数
の
会
派
か
ら
何
度
も

指
摘
さ
れ
て
き
た
事
業
構
築
の
熟
度

の
低
さ
と
提
案
姿
勢
の
軽
さ
が
一
向

に
改
善
さ
れ
て
い
な
い
点
は
甚
だ
遺

憾
で
あ
り
、
そ
れ
が
顕
著
に
表
れ
た

の
が
市
長
報
告
の
撤
回
で
あ
る
。
曖

昧
な
市
長
答
弁
で
議
会
が
紛
糾
し
た

１
年
前
に
我
々
は
こ
う
な
る
未
来
を

予
測
し
て
中
途
半
端
な
独
自
検
証
で

は
な
く
予
算
や
時
間
を
か
け
る
べ
き

と
提
案
し
何
度
も
警
鐘
を
鳴
ら
し
た

に
も
関
わ
ら
ず
検
証
を
強
行
し
、
東

京
都
に
根
拠
を
示
す
ど
こ
ろ
か
前
代

未
聞
の
白
紙
撤
回
と
い
う
無
用
な
混

乱
を
引
き
起
こ
し
、
職
員
に
無
用
の

努
力
と
労
力
を
強
い
た
市
長
の
責
任

は
重
く
、
猛
省
と
改
善
を
求
め
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
谷
た
か
こ
（
こ
が
お
も
）

　

主
な
理
由
は
、
提
案
し
て
き
た
政

策
の
多
く
が
盛
り
込
ま
れ
、
住
民
福

祉
の
向
上
が
期
待
で
き
る
こ
と
だ
。

市
民
の
念
願
だ
っ
た
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
始
め
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
に
配
慮
し
た
遊
び

場
の
整
備
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
も
で
き

る
産
後
ケ
ア
の
充
実
、
図
書
館
で
の

託
児
、
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
や
電
子
契

約
、
勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等

の
Ｄ
Ｘ
推
進
も
評
価
で
き
る
。

　

し
か
し
、
学
童
保
育
の
大
規
模
化
、

市
立
保
育
園
条
例
の
改
正
、
新
庁
舎

等
建
設
等
、
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。

市
長
報
告
の
撤
回
は
、
プ
ロ
セ
ス
の

不
備
を
厳
し
く
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
猛
省
の
上
、
庁
内
一
丸
と
な
っ

て
意
識
改
革
と
課
題
解
決
、
信
頼
回

復
に
努
め
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

坂
井
え
つ
子
（
緑
・
つ
な
が
る
）

　

小
金
井
市
の
積
年
の
課
題
で
あ
る

新
庁
舎
等
建
設
事
業
は
、
２
月
18
日

ま
で
に
工
事
事
業
者
の
申
込
み
が
な

か
っ
た
た
め
、
議
決
し
た
予
算
の
範

囲
内
で
再
公
告
を
行
う
こ
と
と
な
っ

た
。
議
会
の
議
決
も
経
て
進
め
て
き

た
本
事
業
は
、
小
金
井
市
と
し
て
着

実
に
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
気
候
危
機
対
策
に
要
す
る
取
組

が
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
評
価
す

る
。
今
定
例
会
で
、
小
金
井
市
で
は

初
め
て
、
市
長
報
告
を
撤
回
す
る
事

態
と
な
っ
た
。
市
長
報
告
そ
の
も
の

及
び
市
議
会
を
軽
ん
じ
る
も
の
で
あ

り
、
市
長
と
し
て
の
資
質
に
欠
け
る

行
為
で
、
信
頼
関
係
の
な
い
市
長
が

提
案
す
る
予
算
に
は
賛
成
し
が
た
い

が
、
市
民
生
活
へ
の
影
響
等
を
鑑
み
、

予
算
に
は
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

五
十
嵐
京
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

　

物
価
高
や
人
件
費
等
の
高
騰
は
市

財
政
に
も
影
響
し
、
新
庁
舎
・（
仮

称
）
新
福
祉
会
館
建
設
工
事
の
入
札

不
調
な
ど
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、

物
価
対
策
、
将
来
に
向
け
た
行
財
政

改
革
、
市
民
の
健
康
や
安
全
安
心
を

守
る
重
要
な
予
算
で
あ
る
。

　

以
前
よ
り
、
要
望
し
て
き
た
職
員

の
勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
、
避
難
所
ト

イ
レ
等
の
備
蓄
の
充
実
、
武
蔵
小
金

井
駅
北
口
駅
前
東
地
区
の
再
開
発
事

業
、
熱
中
症
対
策
、
民
設
民
営
学
童

保
育
所
増
の
補
助
金
等
評
価
す
べ
き

点
も
多
い
。

　

し
か
し
、
小
金
井
市
立
保
育
園
の

在
り
方
検
討
委
員
会
に
お
け
る
委
員

の
辞
職
や
、
優
先
整
備
路
線
に
関
す

る
市
長
報
告
撤
回
の
よ
う
な
こ
と
は

二
度
と
な
い
よ
う
強
く
求
め
る
。

令

和

７

年

度

一

般

会

計

予

算

　

１
月
29
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

予
算
特
別
委
員
会
（
渡
辺
ふ
き
子
委

員
長
）
に
付
託
し
、
２
月
18
日
、
19

日
、
20
日
、
21
日
、
26
日
、
27
日
及

び
３
月
４
日
の
計
７
回
に
わ
た
り
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

歳
出
予
算
の
主
な
内
容
は
、
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た

遊
び
場
等
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
共

生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
費
用
を

含
む
都
市
公
園
等
の
整
備
に
要
す
る

経
費
（
９
千
808
万
７
千
円
）、
新
庁

舎
・（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
計
画
を
円
滑
か
つ
確

実
に
進
め
る
た
め
、
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
・
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
を
中
心
と
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
の
全
般
的
な
再
点
検
を

行
う
た
め
の
費
用
を
含
む
内
部
情
報

シ
ス
テ
ム
に
要
す
る
経
費
（
５
億
４

千
144
万
３
千
円
）、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
使
い
に
く
さ
等
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
、
デ
ザ
イ
ン
及
び
機

能
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
効
果
的
な

情
報
提
供
を
行
う
た
め
の
費
用
を
含

む
広
報
活
動
に
要
す
る
経
費
（
８
千

420
万
６
千
円
）
な
ど
で
す
。

　

３
月
４
日
の
委
員
会
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
の
本
会
議
で
は
、
森
戸

議
員
ほ
か
２
名
か
ら
組
替
え
動
議
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
否
決
し
た
後
、

原
案
に
つ
い
て
採
決
を
行
い
、
起
立

採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

世
界
で
唯
一
の
戦
争
被
爆
国

と
し
て
、
核
廃
絶
に
向
け
て

主
導
的
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

清
水
が
く
（
街
の
仲
間
た
ち
）

　

我
々
は
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し

て
、
核
軍
縮
に
向
け
た
不
断
の
努
力

を
重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
ら

な
い
が
、
我
が
国
の
イ
ン
ド
太
平
洋

地
域
に
お
け
る
安
全
保
障
の
課
題
で

あ
る
北
朝
鮮
、
中
国
、
ロ
シ
ア
と
い

っ
た
不
安
定
要
因
を
抱
え
て
お
り
、

日
本
は
安
全
保
障
を
究
極
的
に
米
国

の
核
の
傘
に
依
存
す
る
と
い
う
現
実

か
ら
目
を
そ
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
の
た
め
、
日
本
政
府
は
国
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
責
務
か
ら
、
安
全

保
障
上
の
脅
威
に
適
切
に
対
処
す
る

と
と
も
に
、
核
保
有
を
米
英
仏
ロ
中

優
先
整
備
路
線
２
路
線
問
題
に
係
る

市
政
の
混
乱
を
踏
ま
え
、
白
井
亨
市

長
に
対
し
、
そ
の
責
任
を
厳
し
く
問

う
と
同
時
に
、
自
ら
出
処
進
退
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
決
議

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

高
木
章
成
（
子
ど
も
の
権
利
）

　

白
井
市
長
は
、
も
は
や
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
を
語
る
立
場
に
な
い
と
考
え
る
。

西
岡
前
市
長
の
負
の
レ
ガ
シ
ー
か
ら

小
金
井
市
を
立
て
直
す
こ
と
が
期
待

さ
れ
た
市
長
の
公
約
の
多
く
は
、
精

彩
を
失
い
「
サ
ギ
フ
ェ
ス
ト
」
に
成

り
果
て
て
し
ま
っ
た
。

　

私
は
当
然
、
白
井
市
長
は
不
信
任
、

辞
職
に
値
す
る
も
の
と
考
え
る
が
、

二
元
代
表
制
の
も
と
議
会
は
熟
議
を

経
て
、
よ
り
多
数
を
も
っ
て
意
思
表

示
す
る
こ
と
が
、
決
議
の
政
治
的
意

義
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る

に
至
っ
た
。

　

よ
っ
て
、
白
井
亨
市
長
は
市
長
と

し
て
の
資
質
に
著
し
く
欠
け
、
そ
の

職
に
ふ
さ
わ
し
く
な
く
、
辞
職
に
値

す
べ
き
も
の
と
断
罪
し
、
本
決
議
案

に
賛
成
す
る
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

１
月
29
日
の
本
会
議
に
お
い
て
厚

生
文
教
委
員
会
（
吹
春
や
す
た
か
委

員
長
）
に
付
託
し
、
２
月
10
日
に
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

の
円
滑
な
財
政
運
営
を
確
保
す
る
た

め
、
国
民
健
康
保
険
税
額
の
改
定
を

行
う
も
の
で
す
。

　

２
月
10
日
の
委
員
会
で
は
起
立
採

決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

審
議
し
た
主
な
議
案

各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

条
例
に
基
づ
い
て
、
廃
園
の
既
成
事

実
化
を
進
め
る
こ
と
が
前
提
に
な
っ

て
い
る
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
上
あ

り
え
な
い
対
応
を
続
け
、
更
に
多
く

の
保
護
者
か
ら
別
の
訴
訟
も
提
起
さ

れ
た
。
直
ち
に
廃
園
条
例
の
運
用
を

や
め
る
べ
き
。
②
庁
舎
等
建
設
を
現

行
案
（
市
長
案
）
に
基
づ
い
て
強
行

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
速

や
か
に
設
計
の
見
直
し
を
始
め
る
べ

き
。
③
都
道
２
路
線
を
め
ぐ
る
市
政

の
混
乱
、
迷
走
が
著
し
い
。
環
境
の

専
門
家
の
意
見
を
引
用
し
て
市
長
報

告
を
行
う
に
当
た
り
、
本
人
に
相
談

及
び
許
諾
も
な
く
、
意
見
の
結
論
部

分
を
隠
蔽
す
る
な
ど
は
、
行
政
の
長

と
し
て
あ
る
ま
じ
き
行
為
で
あ
る
。

税
の
増
税
な
ど
暮
ら
し
に
冷
た
い
予

算
だ
か
ら
で
あ
る
。
当
会
派
の
予
算

組
替
え
動
議
で
提
案
し
た
緊
急
対
策

を
含
め
た
支
援
策
を
求
め
る
。
第
２

に
、
庁
舎
等
建
設
が
入
札
不
調
と
な

っ
た
。
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
市
民
の
声

を
反
映
し
た
計
画
変
更
を
行
う
べ
き

で
あ
る
。
第
３
に
、
公
立
保
育
園
の

廃
園
計
画
が
進
む
状
況
だ
か
ら
で
あ

る
。
第
４
に
、
学
童
保
育
所
や
集
会

施
設
等
の
修
繕
予
算
が
不
十
分
で
あ

る
。

　

そ
し
て
、
市
長
が
都
市
計
画
道
路

に
関
す
る
公
約
及
び
、
市
長
報
告
を

撤
回
し
た
。
市
長
と
多
く
の
市
民
・

議
会
と
の
信
頼
関
係
が
失
わ
れ
る
事

態
で
あ
る
。
以
上
反
対
す
る
。

　

第
二
は
、
小
金
井
市
役
所
が
保
管

し
て
い
る
、
戸
籍
を
は
じ
め
住
民
基

本
台
帳
、
印
鑑
登
録
、
土
地
家
屋
等

の
資
産
状
況
、
健
康
保
険
、
年
金
及

び
福
祉
関
連
情
報
等
の
個
人
情
報
を

ア
メ
リ
カ
民
間
企
業
に
預
け
る
ガ
バ

メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
の
予
算
が
含
ま
れ

て
い
る
。

　

第
三
は
、
東
京
都
の
補
助
金
で
あ

る
、
昭
和
56
年
か
ら
平
成
12
年
ま
で

に
新
築
さ
れ
た
木
造
家
屋
の
耐
震
診

断
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
で
あ
る
。
以
上
か
ら
反
対
す
る
。

使
用
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
。
市
民

の
健
康
を
守
る
取
組
は
不
十
分
。
他

市
は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
へ
の
独
自
対
策

を
行
う
が
、
本
市
は
都
や
国
の
動
向

を
注
視
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
被
害
者
の
現
状
把
握
も

行
わ
ず
、
積
極
的
勧
奨
を
進
め
る
こ

と
は
罪
深
い
。
デ
メ
リ
ッ
ト
の
周
知

を
強
化
す
べ
き
。

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

の
５
か
国
の
み
に
限
る
核
拡
散
防
止

条
約
を
通
じ
て
、
地
道
に
核
軍
縮
を

前
進
さ
せ
る
筋
道
を
追
求
す
る
必
要

が
あ
り
、
現
実
的
な
取
組
を
粘
り
強

く
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

お詫びと訂正
　市議会だより290号（２月20日発行）の掲載内
容に誤りがありました。お詫びして訂正します。
７面「意見書・決議の審議結果」の最下段
　新庁舎等建設について、市民要望に応え、抜
本的な建築コスト削減を図るべく、抜本的な見
直しを求める決議
【誤】：原案可決
【正】：否決
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議 案 の 審 議 結 果
付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会　　予：予算特別委員会

◯：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果

自 み 子 共 公 お参ネ緑街
付
　
託
　
先

河
野
　
麻
美

吹
春
や
す
た
か

五
十
嵐
京
子

遠
藤
百
合
子

岸
田
　
正
義

沖
浦
あ
つ
し

鈴
木
　
成
夫

村
山
ひ
で
き

古
畑
　
俊
男

渡
辺
　
大
三

高
木
　
章
成

片
山
か
お
る

た
ゆ
　
久
貴

水
上
　
洋
志

森
戸
よ
う
子

渡
辺
ふ
き
子

小
林
　
正
樹

宮
下
　
　
誠

水
谷
た
か
こ

斎
藤
　
康
夫

安
田
け
い
こ

坂
井
え
つ
子

清
水
　
が
く

賛　否　が　分　か　れ　た　も　の

令和７年度小金井市一般会計予算 ○○○○○○○○×××××××○○議○×○○○予 原案可決

令和７年度小金井市一般会計予算に対する組替え動議（議員提案） ××××××××△△○○○○○××議×××××即 否　決

令和７年度小金井市国民健康保険特別会計予算 ○○○○○○○○○××××××○○議○○○×○予 原案可決

令和７年度小金井市後期高齢者医療特別会計予算 ○○○○○○○○○○○××××○○議○○××○予 原案可決

小金井市個人番号の利用並びに特定個人情報の利用及び提供に関する条例の一部を改正する条例 ○○○○○○○○○○○○×××○○議○○○○○総 原案可決

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○○○○○○○○○××○○○○○○議○○○○○総 原案可決

小金井市職員退職手当支給条例の一部を改正する条例 ○○○○○○○○○××○○○○○○議○○○○○総 原案可決

小金井市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○○○○○○○○○××××××○○議○○○×○厚 原案可決

小金井市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例 ○○○○○○○○○○○××××○○議○○××○建 原案可決

小金井市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例（議員提案） ○○○○○○○○○○○○×××○○議○○○○○即 原案可決

小金井市市民の健康・生活支援基金条例（議員提案） ××××××××○○○○○○○××議×××××即 否　決

意見書・決議の審議結果
※　可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。

◯：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果

自 み 子 共 公 お参ネ緑街
河
野
　
麻
美

吹
春
や
す
た
か

五
十
嵐
京
子

遠
藤
百
合
子

岸
田
　
正
義

沖
浦
あ
つ
し

鈴
木
　
成
夫

村
山
ひ
で
き

古
畑
　
俊
男

渡
辺
　
大
三

高
木
　
章
成

片
山
か
お
る

た
ゆ
　
久
貴

水
上
　
洋
志

森
戸
よ
う
子

渡
辺
ふ
き
子

小
林
　
正
樹

宮
下
　
　
誠

水
谷
た
か
こ

斎
藤
　
康
夫

安
田
け
い
こ

坂
井
え
つ
子

清
水
　
が
く件　　名 要　　旨（提案議員が作成）

世界で唯一の戦争被爆国として、
核廃絶に向けて主導的な役割を果
たすことを求める意見書

世界で分断と対立が深まり核兵器の使用が現実味を帯びる中、日
本被団協がノーベル平和賞を受賞した。今こそ核兵器禁止条約の
批准に向けて第３回締約国会議へオブザーバー参加し、被爆者が
受けた苦しみと被害の実相を世界に訴え、唯一の戦争被爆国とし
て核廃絶に向け主導的な役割を果たすことを求める。

△△△△○○○○○○○○○○○○○議○△○○× 原案可決

インボイス制度の廃止を求める意
見書

インボイス制度の導入により、新たな税負担、免税事業者の排除、
複雑な制度による膨大な事務など、小規模事業者やフリーランス
に多大な影響を与えている。営業と暮らしに負担を強いるインボ
イス制度の廃止は死活問題である。よって、政府に対し、インボ
イス制度の廃止を求める。

××××○○○○×○○○○○○××議○○○○× 原案可決

都議会自民党をはじめ地方議会を
含む裏金づくりの真相解明と企
業・団体献金禁止の法制化を求め
る意見書

都議会自民党の会計担当が政治資金規正法違反により処罰され、
自民党幹事長は 22 道府県連で還流があったと明かした。裏金づ
くりは民主政治の健全な発達に寄与することを目的にした政治資
金規正法の根本精神を蹂躙する。国会及び地方議会はその真相を
解明し、企業・団体献金を全面禁止するよう求める。

△△△△○○○○○○○○○○○△△議○△○○× 原案可決

国民健康保険料（税）の負担軽減
のために国庫負担を増やすことを
求める意見書

物価高騰の中、国保料（税）の値上げは加入者の暮らしを更に大
変にする。国保は加入者の負担だけでは制度を維持できない構造
的な問題を抱えている。全国知事会や全国市長会も国に１兆円の
財政支援を求めている。均等割を廃止するなど、高すぎる国保料
（税）を引き下げるために国庫負担の増額を求める。

××××○○○○○○○○○○○××議○○○○× 原案可決

優先整備路線２路線問題に係る市
政の混乱を踏まえ、白井亨市長に
対し、その責任を厳しく問うと同
時に、自ら出処進退を明らかにす
ることを求める決議

「信なくば立たず」。優先整備路線２路線への賛否にかかわらず、
数多くの市民、数多くの議員が市長の言動への不信を強めている。
白井亨市長は市長としての資質に著しく欠け、その職にふさわし
くなく、辞職に値すべきものと判断し、責任を厳しく問うと同時
に、自ら出処進退を明らかにすることを求める。

○○△○○○○○○○○○○○○○○議××○○△ 原案可決

ガバメントクラウドとデータ主権
及び経済安全保障に関する意見書

ガバメントクラウドに海外企業の参入を許す法律が成立した際の
①日本企業のサービス提供事業者を育成するための方策を早急に
講ずること。②日本企業も含め、サービスの特徴を情報提供する
など、利用機会の拡大に向けた措置を講ずること、という趣旨の
附帯決議に沿った施策を講ずることを求める。

××××○○○○××××○○○××××○○○○ 否　　決�
（議長裁決）

新庁舎等建設工事の入札は一時中
断し、計画の抜本的な見直しと早
期建設を求める決議

新庁舎等建設工事の入札は応札する事業者がなかったが、予定価
格を変更しないで再公告を実施する。今後建設工事費を増やすと
なれば、一般財源が捻出することになり、市民生活に影響を与え
る。新庁舎等建設工事の入札は一時中断し、計画の抜本的な見直
しと早期建設を求めるものである。

××××××××○○○○○○○××議××××× 否　決

全　会　一　致　と　な　っ　た　も　の

小金井市会計年度任用職員の報酬等に関する条例の一部を改正する条例、小金井市市税条例等の一部を改正する条例、刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に
関する条例 総 原案可決

小金井市新型コロナウイルス感染症対策基金条例を廃止する条例、小金井市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 厚 原案可決

令和６年度小金井市一般会計補正予算（第８回）、令和６年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第２回）、令和６年度小金井市介護保険特別会計補正予算（第２回）、令和
６年度小金井市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２回）、令和６年度小金井市下水道事業会計補正予算（第１回）、令和７年度小金井市介護保険特別会計予算、令和７年度小金
井市下水道事業会計予算、令和６年度小金井市一般会計補正予算（第９回）

予 原案可決

令和６年度小金井市一般会計補正予算（第７回）、小金井市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例、子ども・子育て支援法施行規則等の一部を改正す
る内閣府令の施行に伴う関係条例の整理に関する条例、小金井市議会基本条例の一部を改正する条例（議員提案）、小金井市議会会議規則の一部を改正する規則（議員提案） 即 原案可決

次の定例会中の委員会で審査する請願・陳情の提出期限は、6月3日（火）午後5時までです。

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　　子：子どもの権利を守る会　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会�
参：参政党小金井　　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　緑：緑・つながる小金井　　　街：街の仲間たち

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　　子：子どもの権利を守る会　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会�
参：参政党小金井　　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　緑：緑・つながる小金井　　　街：街の仲間たち

※可否同数の場合、議長が可否を決定します。
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一 般 質 問

※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。 
<２次元コードについて>
スマートフォン等で読み取ると、YouTubeでご覧いただくことが
できます。

（自民党・信頼）　自由民主党・信頼の小金井	 （こ が お も）　小金井をおもしろくする会
（み　  ら　  い）　みらいのこがねい	 （参　政　党）　参政党小金井
（子どもの権利）　子どもの権利を守る会	 （生活者ネット）　生活者ネットワーク
（日本共産党）　日本共産党小金井市議団	 （緑・つながる）　緑・つながる小金井
（公　明　党）　小金井市議会公明党	 （街の仲間たち）　街の仲間たち

会
派
の
略
称

　

部
長　

ア
委
員
会
の
目
的
は
、

市
全
体
の
保
育
の
質
の
維
持
・

向
上
で
あ
り
、
折
に
触
れ
て
説

明
を
し
て
い
る
が
、
不
十
分
な

面
が
あ
っ
た
と
思
う
。
イ
保
育

の
質
は
多
面
的
で
あ
り
、
公
民

の
差
を
論
じ
る
こ
と
は
難
し
く
、

そ
こ
に
結
論
を
求
め
る
の
は
適

切
で
は
な
い
、
と
説
明
を
し
て

い
る
が
、
こ
の
事
態
に
な
り
申

し
訳
な
く
思
う
。
ウ
答
申
を
出

す
た
め
に
民
間
保
育
園
の
状
況

や
知
見
を
い
か
す
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
改
め
て
お
詫
び
、
ご

説
明
を
し
、
委
員
を
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。

■
そ
の
他
、「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
市
報
掲
載
を
、
小
長

久
保
公
園
の
暫
定
整
備
に
つ
い

て
を
質
問
し
ま
し
た
。

ー
ラ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
で
市

民
の
震
災
被
災
時
の
ト
イ
レ
に

対
す
る
危
機
意
識
の
醸
成
に
繋

が
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
も

現
行
の
普
通
免
許
で
運
転
可
能

な
ト
イ
レ
カ
ー
も
存
在
す
る
。

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
か
ト
イ
レ

カ
ー
の
導
入
を
検
討
し
な
い
か
。

　

部
長
　
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー

は
購
入
費
、
維
持
管
理
、
保
管

場
所
な
ど
問
題
が
あ
り
、
引
き

続
き
研
究
課
題
と
し
た
い
。
小

型
の
ト
イ
レ
カ
ー
導
入
も
ト
イ

レ
対
策
の
一
つ
と
考
え
て
い
る

が
維
持
管
理
、
保
管
場
所
と
そ

れ
以
外
の
課
題
も
存
在
す
る
。

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
ト
イ

レ
対
策
は
大
き
な
課
題
の
一
つ

で
あ
る
。
本
市
に
と
っ
て
よ
り

効
果
的
な
対
策
に
つ
い
て
引
き

続
き
考
え
て
行
き
た
い
。

早
い
設
置
を
要
望
し
た
い
。
ウ

機
会
を
捉
え
て
、
ご
相
談
す
る

こ
と
も
検
討
し
て
参
り
た
い
。

　

❷
新
年
度
か
ら
国
の
定
期
接

種
化
が
始
ま
る
が
、
先
行
し
て

い
る
東
京
都
独
自
の
課
題
と
し

て
①
定
期
接
種
が
始
ま
る
前
の

50
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
が
対

象
外
と
な
る
。
②
５
歳
刻
み
年

齢
と
な
る
た
め
、
接
種
対
象
の

年
齢
に
達
す
る
ま
で
最
大
４
年

を
待
つ
ケ
ー
ス
が
生
じ
る
な
ど

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
サ
ー
ビ

ス
が
低
下
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
が
、
任
意
接
種
も
継
続
を

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

部
長　

東
京
都
の
補
助
事
業

が
継
続
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
判

明
さ
れ
次
第
、
ご
意
見
等
も
踏

ま
え
、
庁
内
及
び
関
係
機
関
と

協
議
の
う
え
決
定
し
た
い
。

い
る
が
、
送
電
線
が
支
障
物
件

と
な
る
。
地
下
案
な
ら
ば
移
設

が
不
要
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

ど
う
考
え
る
か
。
ウ
橋
り
ょ
う

案
で
整
備
が
進
ん
だ
場
合
、
野

球
場
の
西
側
１
面
が
使
用
で
き

な
く
な
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

　

部
長　

ア
東
京
都
が
橋
り
ょ

う
案
で
事
業
を
検
討
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
市
の
検
証
に
お
い

て
も
橋
り
ょ
う
を
前
提
に
実
施

す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
考

え
る
。
イ
橋
り
ょ
う
工
法
に
よ

る
整
備
は
、
送
電
線
対
策
が
必

要
に
な
る
と
の
指
摘
だ
が
、
対

策
の
方
法
は
、
東
京
都
が
検
討

す
る
も
の
と
考
え
る
。
ウ
市
の

２
次
検
証
資
料
編
で
は
、
野
球

場
の
一
部
利
用
不
可
を
指
摘
し

て
い
る
。
代
替
軽
減
策
の
再
整

備
を
図
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

あ
る
小
金
井
、
住
ん
で
み
た
い

小
金
井
、
住
み
続
け
た
い
小
金

井
の
実
現
に
繋
が
っ
て
い
く
と

考
え
る
。
商
店
街
へ
の
更
な
る

サ
ポ
ー
ト
も
必
要
。
こ
の
よ
う

な
商
店
街
の
「
取
組
」
を
市
は

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　

部
長　

ア
商
店
街
は
地
域
振

興
、
地
域
の
祭
り
、
防
犯
・
防

災
活
動
等
に
取
り
組
ま
れ
て
お

り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
と
考
え
る
。
イ
商
店
街
で

は
商
業
的
、
観
光
的
に
魅
力
あ

る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
さ
れ

て
お
り
、
様
々
な
取
組
を
実
施

さ
れ
て
お
り
、
に
ぎ
わ
い
を
つ

く
り
、
暮
ら
し
て
い
て
楽
し
い
、

訪
れ
て
楽
し
い
と
思
え
る
魅
力

を
生
み
出
し
て
い
る
も
の
と
考

え
る
。

　

11
月
に
小
金
井
市
立
保
育
園

の
在
り
方
検
討
委
員
会
の
委
員

で
あ
る
民
間
保
育
園
園
長
会
か

ら
、
公
立
が
民
間
保
育
園
よ
り

保
育
の
質
が
高
い
と
い
う
話
合

い
に
は
同
席
す
る
意
味
が
な
い

と
い
う
理
由
で
、
市
長
並
び
に

正
副
委
員
長
宛
て
に
委
員
を
辞

任
し
た
い
と
の
意
見
書
が
提
出

さ
れ
た
。
ア
異
常
な
状
態
で
あ

る
。
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

イ
小
金
井
で
保
育
園
に
通
う
子

ど
も
た
ち
の
85
％
は
民
間
園
に

通
っ
て
い
る
。
中
に
は
公
立
保

育
園
よ
り
長
い
歴
史
と
経
験
あ

る
保
育
士
と
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
つ
園
も
あ
り
、
そ
の
代
表

が
い
な
い
ま
ま
で
結
論
が
出
せ

る
の
か
。
ウ
今
後
の
対
応
は
。

　

調
布
市
、
府
中
市
、
小
平
市

で
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
導
入

が
進
ん
で
い
る
。
小
金
井
市
で

も
導
入
は
絶
対
に
必
要
で
は
な

い
か
。
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
が

市
内
の
小
学
校
・
中
学
校
で
の

整
備
が
完
了
し
て
も
ト
イ
レ
ト

レ
ー
ラ
ー
は
必
要
で
あ
る
。
被

災
地
で
は
ト
イ
レ
の
確
保
は
非

常
に
困
難
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

が
気
に
な
り
ト
イ
レ
の
使
用
を

控
え
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症

候
群
を
発
症
し
て
し
ま
い
、
加

え
て
震
災
に
遭
っ
た
こ
と
で
精

神
的
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
、
色
々
な
こ
と
が
重
な
り
合

っ
て
災
害
関
連
死
者
数
が
増
え

る
こ
と
が
デ
ー
タ
で
報
告
さ
れ

て
い
る
。
高
価
な
ト
イ
レ
ト
レ

　

❶
犯
罪
か
ら
身
近
な
地
域
と

市
民
を
守
る
た
め
に
、
市
民
全

体
の
協
力
を
得
な
が
ら
推
進
す

る
施
策
が
必
要
。
ア
市
内
の
犯

罪
等
の
現
状
。
イ
こ
き
ん
ち
ゃ

ん
あ
い
さ
つ
運
動
の
実
施
状
況
。

ウ
市
民
の
防
犯
カ
メ
ラ
や
防
犯

用
品
購
入
に
対
し
公
費
補
助
を
。

　

部
長　

ア
１
月
か
ら
11
月
で

強
盗
な
ど
の
凶
悪
犯
５
件
、
暴

行
傷
害
31
件
、
空
き
巣
な
ど
侵

入
窃
盗
６
件
、
自
転
車
盗
や
万

引
き
な
ど
494
件
、
詐
欺
な
ど
116

件
で
累
計
652
件
と
増
加
し
て
い

る
。
イ
地
域
一
体
と
な
っ
て
こ

き
ん
ち
ゃ
ん
あ
い
さ
つ
運
動
を

継
続
す
る
こ
と
で
、
顔
の
見
え

る
関
係
を
つ
く
り
、
子
ど
も
の

安
全
確
保
や
地
域
の
防
犯
意
識

　

❶
皆
様
が
日
常
的
に
利
用
さ

れ
る
武
蔵
小
金
井
駅
、
東
小
金

井
駅
に
つ
い
て
、
多
く
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ア
Ｊ
Ｒ
中

央
線
の
電
車
の
遅
延
が
特
に
多

く
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
を
望
む
声

が
と
て
も
多
い
が
、
小
金
井
市

内
の
２
駅
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

こ
こ
か
ら
２
、３
年
が
目
途
で

あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

イ
市
か
ら
要
望
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
け
な
い
か
。
ウ
東
小
金

井
駅
の
ホ
ー
ム
で
流
れ
る
発
車

メ
ロ
デ
ィ
を
小
金
井
に
ゆ
か
り

の
楽
曲
に
と
の
要
望
が
あ
る
。

　

部
長　

ア
事
業
者
か
ら
示
さ

れ
て
い
な
い
た
め
答
え
ら
れ
な

い
。
イ
機
会
を
捉
え
て
市
へ
の

情
報
共
有
を
求
め
、
な
る
べ
く

　

東
京
都
が
行
っ
た
２
度
の
道

路
概
略
検
討
は
、
共
に
橋
り
ょ

う
案
が
最
適
案
で
あ
る
と
結
論

付
け
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
が
、

地
下
案
の
場
合
は
、
地
下
水
脈

の
枯
渇
の
お
そ
れ
と
、
工
事
施

工
時
の
野
川
の
切
り
回
し
が
必

要
と
の
こ
と
だ
が
、
野
川
の
改

変
を
伴
う
切
り
回
し
が
必
要
な

の
か
疑
問
が
あ
る
。
地
域
の
環

境
に
対
す
る
配
慮
と
野
球
場
の

保
全
の
た
め
に
ス
ケ
ー
ル
ダ
ウ

ン
を
し
た
地
下
案
に
よ
る
工
法

が
必
要
と
考
え
る
。
ア
今
回
、

東
京
都
の
検
討
結
果
も
踏
ま
え

て
、
市
独
自
の
検
証
が
行
わ
れ

た
が
、
検
証
結
果
は
、
橋
り
ょ

う
案
を
前
提
と
し
た
理
由
は
。

イ
現
在
ま
で
何
度
か
披
瀝
し
て

　

市
内
の
商
店
街
は
「
街
の
元

気
は
商
店
街
か
ら
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
、
街
の
活
性
化
の

た
め
に
活
動
し
て
い
る
。
商
店

街
は
人
と
人
を
つ
な
ぐ
、
地
域

と
人
を
つ
な
ぐ
、
人
と
団
体
を

つ
な
ぐ
、
ま
さ
に
商
店
街
は

「
街
の
イ
ン
フ
ラ
」
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え

る
。
ア
商
店
街
の
「
役
割
」
を

市
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

か
。
イ
商
店
街
の
活
動
を
通
し

て
、
商
業
が
盛
り
上
が
っ
て
い

け
ば
、
歳
入
の
面
で
は
市
の
収

入
が
増
え
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
商

店
街
や
事
業
者
が
繁
盛
す
れ
ば
、

雇
用
の
創
出
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
は
ず
。
こ
の
循
環
が
魅
力

五
十
嵐
京
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

吹
春
や
す
た
か

（
自
民
党
・
信
頼
）

渡
辺
ふ
き
子

（
公
明
党
）

小
林
正
樹

（
公
明
党
）

古
畑
俊
男

（
子
ど
も
の
権
利
）

清
水
が
く

（
街
の
仲
間
た
ち
）

公
立
保
育
園
の
在
り
方
検
討

委
員
会
の
進
捗
状
況

災
害
関
連
死
を
一
人
で
も

減
ら
す
施
策
の
充
実
を
！

地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る

防
犯
カ
メ
ラ
等
の
活
用
を

ホ
ー
ム
ド
ア
早
期
設
置
を
／

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

小
金
井
３
・
４
・
11
号
線
の

今
後
に
つ
い
て

商
店
街
は

「
街
の
イ
ン
フ
ラ
」
だ
！

会議録が早くご覧になれるよう、未定稿（校正中）を公開しています。
http://www.city.koganei.tokyo.dbsr.jp/

　議員が議案を審議・議決する以外に、市政全般にわたり、
市長や行政機関などに対し、質問することができます。
　市が行う事務の状況や将来に対する方針などについての
質問をし、報告や説明を求めることをいいます。

原則３月、６月、９月、12月の年４回の定例会で行います。

１人１回おおむね１時間以内もしくは90分以内です。

議会Ｑ＆Ａ
Ｑ　一般質問はいつ行われるの？
Ａ　

Ｑ　質問時間はどのくらい？
Ａ　

Ｑ　傍聴はできるの？
Ａ　 だれでも傍聴できますので、議会事務局で傍聴の手続を

してください。

一般質問とは

の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。
ウ
都

で
は
闇
バ
イ
ト
に
よ
る
強
盗
対

策
な
ど
個
人
宅
で
の
対
策
強
化

の
補
助
金
を
予
定
し
て
い
る
。

都
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

　

❷
ペ
ッ
ト
防
災
に
つ
い
て
の

検
討
状
況
。
ア
市
の
総
合
防
災

訓
練
で
の
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
の

実
施
状
況
。
イ
避
難
所
運
営
協

議
会
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
同
行
避

難
の
検
討
状
況
は
。

　

部
長　

ア
同
行
避
難
訓
練
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
連
携

に
よ
る
意
識
啓
発
に
つ
い
て
獣

医
師
会
を
中
心
に
連
携
し
機
会

を
捉
え
て
進
め
た
い
。
イ
各
小

中
学
校
の
避
難
所
運
営
協
議
会

の
活
動
が
活
発
で
ペ
ッ
ト
の
生

活
場
所
等
を
決
め
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
地
域
の
方
々
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
た
い
。
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用
団
体
の
範
囲
は
ど
こ
ま
で
な

の
か
。
ウ
小
金
井
市
の
準
備
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

部
長　

ア
ガ
バ
ク
ラ
と
は
、

従
来
は
使
用
者
が
手
元
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
利
用
し
て
い
た

デ
ー
タ
や
ソ
フ
ト
を
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
経
由
で
利
用
者
に
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
。
イ
地
方
公
共
団

体
が
ガ
バ
ク
ラ
を
利
用
す
る
こ

と
は
、
努
力
義
務
と
さ
れ
て
い

る
。
広
域
連
合
、
一
部
事
務
組

合
、
独
立
行
政
法
人
、
特
殊
法

人
、
日
本
銀
行
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
等
も

対
象
と
な
る
。
ウ
日
野
市
、
三

鷹
市
、
立
川
市
と
本
市
で
構
成

し
て
い
る
東
京
自
治
体
ク
ラ
ウ

ド
と
し
て
、
オ
ラ
ク
ル
ク
ラ
ウ

ド
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

に
２
月
３
日
か
ら
接
続
開
始
を

し
た
。

し
い
。
オ
地
域
区
分
の
見
直
し

に
よ
り
介
護
保
険
料
や
利
用
料

に
影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
。

国
に
財
政
措
置
を
求
め
る
べ
き

で
あ
る
。

　

部
長　

ア
日
常
的
な
把
握
は

課
題
で
あ
る
。
イ
ハ
ロ
ー
ラ
イ

ト
電
球
を
利
用
し
た
見
守
り
支

援
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
ウ

活
動
員
の
担
い
手
が
確
保
で
き

な
い
こ
と
が
課
題
。
エ
研
究
課

題
と
し
た
い
。
オ
被
保
険
者
の

過
剰
な
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う

国
に
要
望
す
る
。

　

❷
都
市
計
画
道
路
・
市
施
行

路
線
の
選
定
に
当
た
り
、
住
民

合
意
を
得
る
努
力
を
求
め
る
。

　

市
長　

ど
う
い
う
プ
ロ
セ
ス

や
理
屈
で
選
定
さ
れ
た
か
を
説

明
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
懸
念
し

て
い
る
。
エ
な
い
。
オ
制
度
活

用
の
周
知
等
は
行
っ
て
い
な
い
。

カ
反
省
し
て
い
る
。

　

❷
協
働
事
業
提
案
制
度
に
選

定
さ
れ
た
小
金
井
平
和
の
日
制

定
10
周
年
記
念
・
こ
が
ね
い
デ

ジ
タ
ル
平
和
資
料
館
に
つ
い
て
。

ア
取
組
の
評
価
は
。
イ
戦
争
体

験
の
映
像
化
は
、
市
が
取
り
組

む
べ
き
事
業
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

部
長　

ア
平
和
事
業
に
お
け

る
課
題
を
解
決
す
る
一
助
と
な

る
。
動
画
等
の
記
録
を
今
後
の

平
和
事
業
へ
活
用
す
る
な
ど
次

世
代
に
つ
な
げ
る
よ
う
取
り
組

み
た
い
。

　

市
長　

イ
戦
争
を
知
ら
な
い

世
代
へ
の
働
き
か
け
は
我
々
が

行
う
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
提

案
と
し
て
受
け
止
め
る
。

　

❷
今
後
、
人
口
減
少
社
会
に

よ
り
自
治
体
も
新
規
採
用
が
困

難
に
な
り
得
る
。
民
に
で
き
る

こ
と
は
民
に
と
切
り
分
け
て
行

政
運
営
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

ア
一
昨
年
定
員
管
理
計
画
策
定

後
早
い
時
期
に
定
数
条
例
を
上

程
す
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が

進
捗
状
況
は
。
イ
現
在
欠
員
が

出
て
い
る
職
場
で
の
対
応
方
法

は
。
ウ
行
革
や
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
す
る
自
治
体
が
多
く
を
占

め
賃
金
上
昇
も
続
く
中
、
令
和

７
年
度
の
新
規
採
用
方
針
は
。

　

部
長　

ア
平
成
30
年
に
上
程

し
否
決
さ
れ
た
時
と
欠
員
に
つ

い
て
の
考
え
が
変
わ
ら
ず
緊
急

性
が
な
い
と
判
断
し
現
在
保
留
。

イ
会
計
年
度
任
用
職
を
配
置
。

ウ
退
職
者
分
の
補
充
を
目
的
と

し
採
用
。

の
公
営
住
宅
の
状
況
は
貧
し
い
。

市
営
住
宅
や
高
齢
者
住
宅
を
、

新
規
建
設
や
そ
れ
が
厳
し
い
場

合
は
民
間
の
物
件
を
借
り
上
げ

る
方
法
な
ど
含
め
て
、
拡
充
し

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

部
長　

ア
居
住
支
援
協
議
会

で
国
土
交
通
省
や
東
京
都
の
職

員
か
ら
制
度
の
説
明
し
て
い
た

だ
い
た
。
今
後
も
周
知
を
継
続

し
て
い
く
。
イ
ま
ず
は
家
賃
低

廉
化
補
助
制
度
や
そ
の
た
め
の

専
用
住
宅
の
メ
リ
ッ
ト
等
周
知

を
継
続
し
て
い
く
。
ウ
市
営
住

宅
及
び
高
齢
者
住
宅
に
つ
い
て

は
、
適
切
な
維
持
管
理
、
運
営

に
努
め
て
い
く
。
今
後
の
公
営

住
宅
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

が
必
要
で
あ
る
。

■
そ
の
他
、
防
災
・
減
災
の
取

組
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。

車
が
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
な
ぎ
倒

し
た
。
よ
り
強
度
の
強
い
も
の

に
直
す
必
要
が
あ
る
。
エ
武
蔵

小
金
井
駅
南
口
の
蛇
の
目
通
り

商
店
会
の
入
口
。
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
も
ボ
ラ
ー
ド
も
な
い
。
オ
東

小
金
井
駅
南
口
か
ら
ピ
ー
コ
ッ

ク
ス
ト
ア
に
抜
け
る
双
方
向
通

行
の
路
地
。
東
大
通
り
の
と
こ

ろ
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
な
い
。

　

部
長　

ア
他
市
の
事
例
等
も

含
め
て
研
究
。
イ
地
下
埋
設
物

を
確
認
し
、
設
置
可
能
で
あ
れ

ば
、
ボ
ラ
ー
ド
を
１
基
設
置
。

ウ
管
理
者
は
東
京
都
。
意
見
は

都
に
伝
え
る
。
エ
地
下
埋
設
物

を
確
認
し
、
可
能
で
あ
れ
ば
、

小
金
井
警
察
署
と
協
議
し
て
設

置
。
オ
現
地
の
状
況
を
確
認
し
、

何
か
し
ら
対
策
が
で
き
な
い
か

考
え
る
。

用
者
の
領
収
書
の
保
管
が
課
題
。

ウ
領
収
書
保
管
の
負
担
が
な
く

な
る
。
エ
領
収
書
確
認
は
不
可

欠
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

市
長　

イ
単
価
を
ど
の
よ
う

に
設
定
す
る
か
悩
ま
し
い
。

　

❷
コ
ス
モ
ズ
に
よ
る
補
助
金

不
適
正
事
案
の
根
っ
こ
は
27
年

前
の
福
祉
事
業
団
体
か
ら
の
補

助
金
疑
惑
の
百
条
調
査
に
あ
る
。

ア
補
助
金
等
を
執
行
停
止
に
す

る
考
え
は
な
い
か
。
イ
再
発
を

防
げ
な
か
っ
た
の
か
。

　

部
長　

ア
特
別
指
導
検
査
を

受
け
３
か
月
分
を
一
部
不
交
付
。

　

市
長　

イ
不
正
の
疑
い
が
強

い
。
今
回
あ
っ
た
事
案
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
た
い
。

■
そ
の
他
、
市
長
の
選
挙
公
約

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

や
講
座
な
ど
、
機
会
を
捉
え
て

周
知
啓
発
す
る
。

　

❷
命
を
守
る
ホ
ー
ム
ド
ア
の

整
備
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
早

急
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
求
め
て
い

か
な
い
か
。

　

部
長　

機
会
を
捉
え
、
な
る

べ
く
早
い
設
置
を
求
め
た
い
。

　

❸
公
民
館
・
集
会
施
設
の
和

室
の
上
が
り
口
、
靴
を
脱
ぐ
所

へ
の
手
す
り
の
設
置
が
ほ
と
ん

ど
さ
れ
て
い
な
い
。
三
楽
集
会

所
に
は
過
日
、
市
民
要
望
に
よ

り
設
置
が
実
現
し
た
。
他
の
市

施
設
へ
手
す
り
の
設
置
を
。

　

部
長　

和
室
の
あ
る
16
施
設

の
う
ち
、
設
置
は
２
か
所
の
み
。

利
用
者
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば

検
討
す
る
。

■
そ
の
他
、
環
境
楽
習
館
を
質

問
し
ま
し
た
。

　

先
に
結
論
を
述
べ
る
。
自
治

体
デ
ー
タ
の
標
準
化
に
は
反
対

で
は
な
い
が
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク

ラ
ウ
ド
（
以
下
「
ガ
バ
ク
ラ
」
と

い
う
。）
と
し
て
私
た
ち
の
戸

籍
、
住
民
基
本
台
帳
、
税
、
年

金
等
の
個
人
情
報
デ
ー
タ
を
海

外
民
間
企
業
に
委
託
す
る
こ
と

に
は
反
対
で
あ
る
。
国
営
企
業

を
設
立
す
る
か
、
国
内
企
業
が

準
備
で
き
る
ま
で
一
時
凍
結
す

べ
き
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
日
本
崩
壊
の
最
初
の

一
歩
な
の
か
最
後
の
一
歩
な
の

か
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
災
を

契
機
に
、
国
民
が
政
治
に
目
覚

め
、
日
本
の
将
来
を
考
え
る
き

っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
望
む
。

ア
ガ
バ
ク
ラ
と
は
何
か
。
イ
利

　

❶
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を
含

め
た
高
齢
者
支
援
、
介
護
の
問

題
を
質
問
す
る
。
ア
高
齢
者
の

見
守
り
支
援
に
つ
い
て
、
必
要

と
す
る
高
齢
者
の
把
握
の
た
め

に
年
１
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
わ
な
い
か
。
イ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
見
守
り
に
つ
い
て
、

他
市
の
よ
う
に
見
守
り
サ
ー
ビ

ス
機
器
へ
の
助
成
を
実
施
し
な

い
か
。
ウ
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
数
百
名
組
織
し
て
い
る
市

も
あ
り
、
見
守
り
の
活
動
員
を

増
や
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

現
状
の
課
題
は
何
か
。
エ
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
「
買
い
物

難
民
」
へ
の
対
策
と
し
て
、
ス

ー
パ
ー
な
ど
と
連
携
し
た
移
動

販
売
車
の
運
行
を
検
討
し
て
ほ

　

❶
戦
争
体
験
者
登
録
実
施
要

領
に
つ
い
て
。
ア
制
度
登
録
者

は
何
名
か
。
イ
ご
存
命
の
方
は

何
名
か
。
ウ
事
業
実
績
は
。
エ

要
領
で
は
、
平
和
推
進
事
業
を

実
施
す
る
機
関
、
団
体
等
か
ら

の
依
頼
が
あ
れ
ば
講
演
者
と
し

て
紹
介
す
る
こ
と
が
あ
る
と
し

て
い
る
。
事
業
実
績
は
。
オ
本

制
度
は
市
民
に
対
し
て
周
知
し

て
い
る
の
か
。
カ
周
知
を
し
て

い
な
い
と
、
申
し
込
み
も
な
い
。

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　

部
長　

ア
13
人
。
ほ
と
ん
ど

の
方
が
90
歳
を
超
え
る
。 

イ

８
人
。
ウ
小
金
井
平
和
の
日
記

念
行
事
で
戦
争
体
験
を
お
話
し

い
た
だ
い
た
。
ご
高
齢
で
必
ず

し
も
会
場
に
来
て
い
た
だ
け
る

　

❶
近
年
学
校
は
地
域
活
動
が

活
発
に
な
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
担

っ
て
い
る
。
ア
地
域
団
体
か
ら

前
原
小
校
庭
ト
イ
レ
の
水
流
が

悪
く
利
用
が
で
き
ず
不
便
し
て

い
る
と
聞
い
た
。
修
繕
状
況
は
。

イ
学
校
関
係
者
不
在
時
、
施
設

不
備
等
の
伝
達
方
法
、
利
用
団

体
の
担
当
者
は
替
わ
る
こ
と
も

あ
り
施
設
利
用
規
則
の
周
知
方

法
に
情
報
の
即
時
性
を
高
め
る

た
め
Ｄ
Ｘ
化
も
検
討
し
な
い
か
。

　

部
長　

ア
現
状
確
認
の
上
、

修
繕
実
施
。
イ
校
庭
開
放
日
誌

を
活
用
。
運
用
変
更
の
際
は
各

団
体
に
説
明
し
て
い
る
。
今
後

も
遅
滞
な
い
情
報
収
集
の
た
め

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
に
努
め
る
。

　

こ
の
間
、
小
金
井
市
は
居
住

支
援
協
議
会
を
発
足
さ
せ
、
相

談
窓
口
も
設
置
し
、
後
に
体
制

の
強
化
な
ど
も
行
っ
て
き
た
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
私
も
要
求

し
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
本
当

に
良
か
っ
た
。
今
後
は
更
な
る

充
実
を
、
住
居
に
困
窮
す
る
市

民
を
生
み
出
さ
な
い
よ
う
、「
住

ま
い
は
人
権
」
の
立
場
で
住
宅

施
策
の
充
実
を
求
め
る
。
ア
住

宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
補
助

制
度
の
利
用
に
つ
な
が
る
取
組

が
必
要
で
は
な
い
か
。
イ
住
宅

確
保
要
配
慮
者
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
、
子
育
て
世
帯
、
外
国

人
、
生
活
困
窮
世
帯
、
ま
た
、

学
生
も
含
め
て
家
賃
助
成
制
度

が
必
要
で
は
な
い
か
。
ウ
市
内

　

最
近
、
小
金
井
市
で
死
亡
事

故
を
含
む
交
通
事
故
が
相
次
い

だ
。
市
民
の
不
安
の
声
を
受
け

止
め
、
未
然
に
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
。
ア
専
門
家
の
知

見
も
活
用
し
な
が
ら
、
交
差
点
、

主
要
な
道
路
、
生
活
道
路
、
通

学
路
の
安
全
診
断
を
行
っ
て
個

別
カ
ル
テ
を
作
成
す
る
こ
と
を

提
案
す
る
。
ま
た
、
カ
ル
テ
で

優
先
順
位
が
高
い
、
危
険
性
が

高
い
と
こ
ろ
か
ら
順
次
改
善
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
ご
所
見
を

伺
う
。
イ
死
亡
事
故
が
起
き
た

ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
前
の
交
差
点
。

自
動
車
が
歩
行
者
空
間
に
侵
入

で
き
な
い
よ
う
措
置
が
必
要
。

小
金
井
警
察
署
と
の
協
議
の
進

展
は
。
ウ
前
原
坂
上
交
差
点
。

　

❶
障
害
者
の
権
利
条
約
は
、

移
動
の
自
由
と
移
動
を
容
易
に

す
る
こ
と
を
保
障
し
て
お
り
、

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共

に
学
び
共
に
生
き
る
社
会
を
目

指
す
小
金
井
市
条
例
第
９
条
に

も
類
似
の
規
定
。
権
利
を
具
現

化
す
る
施
策
で
タ
ク
シ
ー
・
ガ

ソ
リ
ン
代
を
助
成
。
以
前
は
タ

ク
シ
ー
ク
ー
ポ
ン
券
の
事
前
支

給
。
２
０
０
９
年
に
領
収
書
を

添
付
す
る
後
払
い
に
。
ア
助
成

実
績
と
課
題
は
。
イ
事
前
支
給

の
交
通
手
当
導
入
が
な
ぜ
見
送

り
と
な
っ
た
の
か
。
ウ
手
当
化

で
減
額
と
な
る
こ
と
は
な
い
か
。

エ
領
収
書
に
よ
る
申
請
へ
の
支

援
は
。

　

部
長　

ア
400
人
が
利
用
。
利

　

❶
令
和
６
年
国
分
寺
市
・
三

鷹
市
で
闇
バ
イ
ト
に
関
連
し
た

事
件
が
発
生
し
、
防
犯
意
識
の

高
揚
の
必
要
性
を
感
じ
た
と
こ

ろ
。
ア
闇
バ
イ
ト
防
止
の
広
報
。

イ
小
金
井
警
察
署
と
の
連
携
。

ウ
被
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
に
。

　

部
長　

ア
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

こ
が
ね
い
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
、

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
ポ
ス
タ
ー

の
広
報
掲
示
板
や
市
施
設
へ
の

掲
示
、
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
の
車
両
12
台
に
マ
グ
ネ
ッ
ト

ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
し
広
報
活

動
に
協
力
し
て
い
る
。
イ
警
察

署
が
犯
罪
・
犯
罪
注
意
情
報
を

発
し
た
際
、
即
時
情
報
発
信
し

て
い
る
。
ウ
警
察
署
と
一
層
の

連
携
を
図
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

斎
藤
康
夫

（
参
政
党
）

水
上
洋
志

（
日
本
共
産
党
）

坂
井
え
つ
子

（
緑
・
つ
な
が
る
）

河
野
麻
美

（
自
民
党
・
信
頼
）

た
ゆ
久
貴

（
日
本
共
産
党
）

渡
辺
大
三

（
子
ど
も
の
権
利
）

高
木
章
成

（
子
ど
も
の
権
利
）

遠
藤
百
合
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
は

一
時
凍
結
す
べ
き
で
あ
る

高
齢
者
支
援
と
介
護
保
険

制
度
の
充
実
を
求
め
る

戦
後
80
年
平
和
の
取
組
を

市
民
協
働
で
進
め
よ
う

前
原
小
校
庭
ト
イ
レ
修
繕
／

定
数
条
例
上
程
時
期
は

住
宅
施
策
の
充
実
を
／

防
災
の
取
組
の
充
実
を

交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

施
策
の
充
実
を
図
る
べ
き

障
が
い
者
へ
の「
交
通
手
当
」

の
検
討
課
題
に
つ
い
て

闇
バ
イ
ト
へ
の
警
鐘
／

早
期
の
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
を

議案、意見書・決議を掲載しています。
https://www.city.koganei.lg.jp/shisei/gikaijimukyoku/teireirinji/reiwa7_gikai/reiwa7_gian/index.html
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蔵
野
公
園
周
辺
の
自
然
保
全
の

重
要
性
の
認
識
は
。
ウ
国
分
寺

崖
線
周
辺
を
環
境
省
の
自
然
共

生
サ
イ
ト
に
指
定
す
る
検
討
を
。

エ
野
川
や
武
蔵
野
公
園
の
自
然

環
境
保
全
と
都
市
計
画
道
路
の

建
設
計
画
は
整
合
す
る
の
か
。

オ
地
球
温
暖
化
が
進
み
、
人
が

暮
ら
せ
る
ま
ち
で
は
な
く
な
る
。

　

部
長　

ア
他
の
方
針
と
優
劣

は
な
い
。
イ
都
や
近
隣
自
治
体

等
と
連
携
し
て
自
然
環
境
保
全

に
取
り
組
む
。
ウ
他
市
の
考
え

も
聞
い
て
み
た
い
。
エ
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
道
路

と
環
境
共
生
の
方
針
は
ど
ち
ら

も
必
要
。

　

市
長　

オ
そ
れ
は
極
論
。
ま

ち
づ
く
り
や
都
市
イ
ン
フ
ラ
は

市
民
が
望
む
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
れ
た
豊
か
な
自
然
は
本
市
の

魅
力
と
し
て
基
本
構
想
に
謳
わ

れ
て
い
る
。
は
け
周
辺
の
自
然

や
歴
史
・
文
化
を
地
域
資
源
と

し
て
認
識
し
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
い
か
し
て
は
ど
う
か
。

　

部
長　

は
け
や
野
川
の
自
然

は
本
市
の
特
徴
的
な
地
域
資
源

と
し
て
基
本
方
針
に
位
置
付
け

て
お
り
、
発
信
す
べ
き
貴
重
な

魅
力
の
一
つ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

❶
今
後
の
居
住
支
援
の
在
り

方
と
空
き
家
活
用
の
考
え
方
を

問
う
。
ア
一
時
住
宅
が
必
要
で

は
な
い
か
。
み
な
し
公
営
住
宅

の
検
討
は
。
住
宅
政
策
全
体
の

見
直
し
を
。
イ
市
民
か
ら
の
空

き
家
活
用
の
相
談
は
。 

　

部
長　

ア
市
営
住
宅
の
空
き

が
な
い
。
様
々
な
ニ
ー
ズ
や
法

改
正
に
よ
り
今
後
の
公
的
住
宅

政
策
の
在
り
方
の
検
討
が
必
要
。

来
年
度
、
検
討
を
始
め
る
。
イ

協
力
不
動
産
事
業
者
や
物
件
の

所
有
者
を
登
録
し
て
紹
介
す
る

仕
組
み
の
構
築
を
検
討
。

　

❷
ア
市
の
方
針
と
し
て
水
と

緑
の
保
全
の
優
先
順
位
は
ど
の

よ
う
な
位
置
付
け
か
。
イ
気
候

危
機
対
策
と
し
て
、
野
川
や
武

　

❶
物
価
高
騰
は
、
人
災
だ
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
厳
し

い
状
況
で
あ
る
。
国
の
交
付
金
、

基
金
廃
止
の
財
源
で
、
ア
自
営

業
者
の
電
気
・
ガ
ス
代
を
補
助

し
な
い
か
。
イ
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
、
高
齢
者
世
帯
へ
の
電
気
・

ガ
ス
代
の
補
助
を
し
な
い
か
。
ウ

お
米
券
を
緊
急
配
布
し
な
い
か
。

　

市
長　

悩
ん
で
い
る
。
様
々

な
検
討
を
し
た
い
。

　

部
長　

ア
国
等
の
動
向
を
注

視
す
る
必
要
が
あ
る
。
研
究
課

題
と
し
た
い
。
イ
貴
重
な
ご
意

見
と
し
て
承
る
。
ウ
研
究
課
題

と
し
た
い
。

　

❷
東
小
金
井
駅
南
口
に
は
民

間
の
駐
輪
場
だ
け
で
、
駅
を
越

え
て
西
口
を
利
用
し
な
け
れ
ば

　

❶
の
び
ゆ
く
子
ど
も
プ
ラ
ン

小
金
井
の
素
案
に
子
ど
も
・
若

者
の
居
場
所
と
交
流
の
場
の
充

実
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
市
内

で
は
、
わ
く
わ
く
都
民
農
園
の

子
ど
も
農
園
や
南
小
学
校
で
の

エ
デ
ィ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
ヤ
ー
ド

の
取
組
な
ど
農
地
や
菜
園
な
ど

が
子
ど
も
の
活
動
の
場
に
な
っ

て
い
る
例
が
あ
る
。
子
ど
も
の

居
場
所
と
し
て
畑
や
農
地
、
菜

園
な
ど
を
活
用
し
、
居
場
所
と

し
て
位
置
付
け
て
は
ど
う
か
。

　

部
長　

子
ど
も
の
居
場
所
に

は
子
ど
も
を
迎
え
入
れ
る
担
い

手
が
必
要
。
畑
・
農
地
の
意
義

を
今
後
の
事
業
に
い
か
し
た
い
。

　

❷
国
分
寺
崖
線
（
は
け
）
に

代
表
さ
れ
る
み
ど
り
と
水
に
恵

片
山
か
お
る

（
子
ど
も
の
権
利
）

森
戸
よ
う
子

（
日
本
共
産
党
）

安
田
け
い
こ

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

寄
り
添
い
型
の
居
住
支
援
／

野
川
と
は
け
を
守
る
た
め
に

物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
・
営

業
を
守
る
電
気
代
等
補
助
を

畑
を
子
ど
も
の
居
場
所
に
／

は
け
の
自
然
と
文
化
と
は

あ
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あ
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定例会・臨時会における審議結果を掲載しています。
https://www.city.koganei.lg.jp/shisei/gikaijimukyoku/teireirinji/reiwa7_gikai/reiwa7_shing/index.html

武蔵野公園には野川を分断する
都道計画がある

総務企画委員会
▶男女平等基本条例の理念を尊重し、小金井市の事業や後援を適切に行
うことを求める陳情書　▶ふるさと納税返礼品から「特定外来生物被害防
止基本方針」に収録のある生物種の排除を求める陳情書　▶ふるさと納税
返礼品指定体制の改善を求める陳情書　▶市民と共に「いじめ」「自殺」

「児童虐待」「犯罪」等を減らす取り組みに関する陳情書
議会運営委員会
▶①次期定例会（臨時会を含む。）の会期及び会議日割等、議会運営に関
する調査②議会の会議規則、委員会条例等に関する調査③議会運営に関
する議長の諮問事項について
庁舎等建設及び公共施設マネジメント推進調査特別委員会
▶小金井市の新庁舎及び（仮称）新福祉会館の建設に関する現行案の構
造的差別を無視した計画の推進の再考を求める陳情書　▶小金井市の新
庁舎及び（仮称）新福祉会館の建設に関する住民投票条例について議員
が行った反対討論等に関する陳情書（同一表題で内容が異なるものが他８
件）　▶小金井市の新庁舎及び（仮称）新福祉会館の建設に関する財政の
規律性の保持について考えを問う陳情書　▶小金井市の新庁舎及び（仮
称）新福祉会館の建設に関して現行案と見直し案に対する現在の議員の
考え方の確認を求める陳情書　▶小金井市の新庁舎及び（仮称）新福祉
会館の建設に関する住民投票条例について議員が行ったご発言等に関す
る陳情書　▶新庁舎及び（仮称）新福祉会館建設に関する陳情者の議員
諸氏への質疑（昨年１２月１３日の特別委員会）の回答を求める陳情書１
　▶新庁舎及び（仮称）新福祉会館建設に関する陳情者の議員諸氏への
質疑（昨年１２月１３日の特別委員会）の回答を求める陳情書２　▶新庁
舎及び（仮称）新福祉会館の建設に関する工事入札公告の実施時期・期
限及びVE提案及びその範囲の緩和に関する陳情書　▶庁舎等建設及び公
共施設マネジメントの推進に係る諸問題の調査
行財政改革推進調査特別委員会
▶行財政改革の推進に係る諸問題の調査

白井亨氏が市長に初当選（令和４年１１月）

令和５年度施政方針（令和５年２月）
　

令和６年度

令和７年度施政方針（令和７年１月２８日）

市長報告の撤回（令和７年３月４日）

市長報告（優先整備路線の検証及び総合的判断について）（令和７年２月１７日）

令和６年度施政方針（令和６年２月）

　常任委員会及び議会運営委員会の案件は、４月４日に議員の任期が満了
したことに伴い廃案となり、各特別委員会の調査は特別委員会とともに消
滅しました。

都市計画道路３・４・１号線、
３・４・11号線に係る経過

施行者である東京都に対し、事業化の中止を求める要望書を提出するなど、
適切に対応することを表明
令和５年度中に、要望書の提出には至らなかった。

１次検証（都市計画道路の役割及び機能の観点からの検証）及び２次検証
（小金井市固有の地域的課題等の観点からの検証）を実施

施行者である東京都に対し、事業化の中止を求める要望書を提出するなど、
適切に対応すること、また、都市計画道路の必要性について、独自に検証
することを表明

東京都に対し、２本の都市計画道路の中止を求めることについて、市の独
自検証を終え、総合的判断を基に、令和６年度中に要望書を提出するなど、
適切に対応することを表明

環境への影響に係る専門家の見解について、引用するための適切な手続き
を欠いており、調整が整っていないため、市長報告を撤回することを表明

原稿は議員が作成しています。

<３・４・１１号線>
本路線は、検証報告書を踏まえると必要性を否定できないが、自然環境保
護の観点から課題が残る。このため、環境に対する影響の低減に向けた、
橋梁の設計内容について見直しを求める必要がある。
<３・４・１号線>　
本路線は、構造による具体的な動植物等への影響が不明のため判断するこ
とが困難であるが、国分寺崖線（はけ）への影響が明らかであるため、事
業化の手続きは一旦中止することが妥当だと考える。

「優先整備路線２路線問題に係る市政の混乱を踏まえ、白井亨市長に対し、
その責任を厳しく問うと同時に、自ら出処進退を明らかにすることを求め
る決議」を可決（令和７年３月６日）
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請願・陳情の審議結果
付託先略称　総：総務企画委員会　厚：厚生文教委員会　建：建設環境委員会
　　　　　　庁：庁舎等建設及び公共施設マネジメント推進調査特別委員会

◯：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず） 議
　
決
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清
水
　
が
く件名 要旨

（仮称）小金井さくらの日の制定を求め
る陳情書

名勝小金井（サクラ）の文化財指定100周年のお祝いする会で（仮称）
小金井さくらの日制定の発表に合わせて条例制定を進めること、また、
（仮称）小金井さくらの日は名勝小金井（サクラ）の歴史を踏まえた設定
を求める。

○○○○△△△△○○○××××○○議×△××○総 採　択

現設計での建築確認申請にストップを
かけた市議の内、現設計で建てようとし
ている方々の氏名を明らかにすることを
求める陳情書

前市長の際、建築確認申請を止めた議員のうち、現設計で建てようとし
ている議員の氏名、本申請を止めたことによる総事業費の膨脹額を明ら
かにすること、また、当該議員がコストダウンのために具体的な提案をし
たのかの検証を求める。

××××○○○○○○○○○○○××議××○○×庁 採　択

障害児短期入所施設の新設と既設施設
の支援拡大を求める陳情書

自宅で障害児を介護する保護者が緊急時に当該障害児を預ける施設の１
つが閉所する可能性があるため、緊急一時保護施設や短期入所施設の増
設、質の良いサービスの提供のための継続的な人員確保、利用枠の拡大
等を求める。

××××○○○○○○○○○○○××議×○○○×厚 採　択

小金井市の新庁舎及び（仮称）新福祉
会館の建設に関する見直し案の設計意
図の伝達等の未説明部分の説明機会を
求める陳情書

陳情者が新庁舎及び（仮称）新福祉会館の建設に関する見直し案の設
計意図の伝達等について、前回の委員会で時間不足のため、十分に伝え
きれなかった内容を図面等資料により説明する機会を求める。

○○○○××××○○○○○○○○○議×××××庁 採　択

消防団員の確保を図るため処遇改善を
求める陳情書

本市の消防団は少数精鋭で運営しており、これ以上の団員の減少は地域
防災の観点から問題があるため、処遇改善として、出動手当等の金額の
引上げ、福利厚生の向上、女性団員の受入れに備えた設備の改善等を求
める。

○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○○○総 趣旨採択

東小金井駅北口の駐輪環境（通勤通学
／お買い物等）の向上を求める陳情書

東小金井駅北口の駐輪環境の向上を図るため、自転車を利用する通勤・
通学者への意向調査を実施し、課題抽出を行うこと、特に梶野町一・二
丁目、同町三・四丁目東部の方々が遠回りせずに駐輪できる具体策を講
じること等を求める。

○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○○○建 趣旨採択

市の顧問弁護士の人数、報酬に関する
陳情書

多摩26市の顧問弁護士の定数・現員数、連続在職年数、報酬額、契約
の態様、法務関係の職員体制を明らかにすること、また、本市と人口・
面積が類似する市と比較し、高額な報酬水準ではないか調査すること等
を求める。

××××××××○○○○○○○××議×××××総 不採択

小金井市商工会補助金交付要綱に関す
る陳情書

商工会の活動拠点となる商工会館の建設・改修・修繕等への補助金が
市の商工会補助金交付要綱に記載がないため、行政と議会が本要綱の在
り方や負担割合等の対応に関して研究・検討を進めること等を求める。

××××××××○○○○△△△××議×××××総 不採択

駅前広場、公園、広場、新庁舎外構な
どへの冷却ミスト（クールスポット）の
設置を求める陳情書

冷却ミストは、隣接市の駅前交通広場や公園に設置されて市民に喜ばれ
ているほか、全国に数多の事例があり、熱中症対策として有効とされてい
る。駅前広場、公園、広場、新庁舎外構、校庭、グラウンド等に設置を
求める。

××××××××○○○○○○○××議×○○××建 不採択

指定管理者及び開発道路の疑義解明を
求める陳情書

指定管理者が管理する各公の施設に付随する、行政手続条例に基づいた
「期限の利益」の保障となる事務所の位置が条例で定められているか、ま
た、行政庁が管理していない開発道路の件数等を明らかにすることを求
める。

×××××××××××××××××議×××××総 不採択

小金井市の新庁舎及び（仮称）新福祉
会館の建設に関する見直し案の設計意
図の伝達等の機会を求める陳情書

陳情者が新庁舎及び（仮称）新福祉会館の建設について、設計の意図
に関して図面等の資料等により説明すること、また、市民の希望を統合・
反映した設計案をまとめたので、本案の実現の検証等を求める。

××××××××○○○○○○○××議×××××庁 不採択

小金井市の新庁舎及び（仮称）新福祉
会館の建設に関する住民投票条例につ
いて市長が行った反対の意見等に関す
る陳情書

新庁舎及び（仮称）新福祉会館の建設に関する住民投票条例案に対す
る意見の第２、「現行案」と「見直し案」を比較対象とした住民投票の内
容について、市長は陳情者と読み合わせし、反対意見になりえない文章
であることを確認すること等を求める。

××××××××○○○○○○○××議×××××庁 不採択

小金井市の新庁舎及び（仮称）新福祉
会館の建設に関する現行案と見直し案
に関する考えの根拠を求める陳情書

新庁舎・（仮称）新福祉会館建設基本設計業務委託仕様書（平成31年３
月）の３．５設計業務の方針（９）に記載の予定工事費の金額、また、
2023年の夏に行った９項目のコスト検証の目標金額を示すこと等を求め
る。

××××××××○○○○○○○××議×××××庁 不採択

「優先整備路線の検証報告」について
陳情書

市の優先整備路線の検証について報告書（案）は問題点が多いので、報
告書として採用すべきでないとすること、また、市長が東京都に対し、優
先整備２路線の見直しを求める要望書を早急に提出するよう市議会とし
て要請することを求める。

××××××××△○○○○○○××議××○××建 不採択

「優先整備路線の検証報告」について
陳情書

市の優先整備路線の検証について報告書（案）は市として採用すべきで
ないことを確認すること、また、市長が東京都に対し、優先整備２路線の
見直しを求める要望書を早急に提出するよう市議会として要請することを
求める。

××××××××△○○○○○○××議×○○××建 不採択

「小金井市立保育園の在り方検討委員
会」の委員二名辞任の経緯を明らかに
したうえで適切な対応を求める陳情書

市立保育園の在り方検討委員会で、事務局から民間保育園代表２名の辞
任の報告があり、傍聴者に驚きと困惑が広がった。当該委員２名が辞任
した経緯のほか、本委員会として、この事態の捉え方と対処の仕方を明
らかにすること等を求める。

××××××××○○○○○○○××議××○○×厚 不採択

小金井市の新庁舎及び（仮称）新福祉
会館の建設に関する住民投票条例につ
いて市長が行った反対の意見等に関す
る陳情書

新庁舎及び（仮称）新福祉会館の建設に関する住民投票条例案に対す
る意見の第２、「現行案」と「見直し案」を比較対象とした住民投票の内
容について、市長に確認を求めたが、十分な説明がないので、改めて確
認すること等を求める。

××××××××○○○○○○○××議×××××庁 不採択

現状に至る本質的課題の根源の究明を
求め、議会の役割と責任及び市長の果
たすべき役割を共同で調査書の作成を
求める陳情書

本市の庁舎計画の議論を振り返ると、プロジェクトリーダーの不在、ひと
ごと体質や自分のお金ではないという意識の問題等の課題があると考え
る。これらの課題を解決し、今後の市政運営に役立てるよう取り組むこと
を求める。

××××××××○○○○○○○××議×××××庁 不採択

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　　子：子どもの権利を守る会　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会�
参：参政党小金井　　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　緑：緑・つながる小金井　　　街：街の仲間たち
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委員会の調査案件
　次の案件は、各委員会で総括の意
見・要望（感想）の発言を行い、
調査を終了し、３月６日の本会議で
調査報告を行いました。

厚生文教委員会
▶所管事務調査（障害福祉計画及び
介護保険・高齢者保健福祉総合事業
計画について）
▶所管事務調査（保育政策の課題に
ついて）
建設環境委員会
▶所管事務調査（循環型社会の形成
及び温室効果ガス削減に関する調
査）
▶所管事務調査（地域公共交通に関
する調査）
議会運営委員会
▶議会改革に関する諸問題の調査
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次の定例会は令和7年6月2日（月）開会予定です。
原稿は議員が作成しています

令和７年度　施政方針に対する各会派の見解

　「はじめに」には、具体的取組の前に市の重要課
題等が述べられている。ところが、市立保育園の在
り方検討会に関しては一部委員の辞職が伝えられ、
新庁舎建設の工事応札は不調に。優先整備路線の検
証後の総合的判断の市長報告は撤回と、定例会開催
中に市政の混乱状況が見られた。前途多難である。
　「環境と都市基盤」では貫井北町の中間処理場が
本格稼働、小金井のごみ処理体制が整った。武蔵小
金井駅北口再開発は昨年の都市計画決定から７年度
は組合設立認可を目指し、無電柱化計画も進む予定。
　「地域と経済」では基本構想や地域防災計画で災
害に強い安全で安心な都市基盤を目指し、道路は避
難、救援、消防活動等に重要な役割を果たすため都
市計画道路の整備を推進する事を明記している。都
や周辺市と連携し、３・４・11号線を整備すべき。
地域経済にも良い影響が考えられる。
　「子どもと教育」では出産から親子の関係形成サ
ポートを充実し、市全体の保育の質の向上を図る。
きめ細かな学校教育を進めるとともに、第一小学校
の校舎改修工事に着手する計画で順調な進捗を望む。
　「文化と生涯学習」では継続的平和事業の取組を
進め、公民館が地域との連携、他世代が集える地域
の拠点となる事業を始める予定。
　「福祉と健康」では高齢者の健康維持、特に健康
寿命の延伸が大事。第９期小金井市介護保険・高齢
者保健福祉総合事業計画に則り、関係団体と連携し
て更なるフレイル対策に取り組むことが望ましい。
さらに健康面から分煙環境の整備に努める予定。
　「行政運営」については今後の人口減少を見据え
市民サービスの向上のため更なるＤＸの推進、計画
的な行政執行、市民活動の拠点である集会施設等の
老朽化した設備への早急な対応が必要である。

　日本共産党の「市民アンケート」では、市民の生
活が苦しくなっている現状が浮き彫りとなった。こ
うした時に国保税を増税し、公民館の有料化を検討
するなど、暮らしに冷たい市政運営を見直すことを
求める。日本共産党は、物価高騰から市民生活を支
援する緊急対策として、電気・ガス・燃料費等への
補助、国保税１万円の軽減、低所得者への家賃補助、
お米券支給を提案した。新型コロナ対策基金廃止に
伴う約５億円の活用など、財源はあり実現を求める。
市庁舎等建設は、施工者からの応募がなく入札中止
となった。計画の変更が必要である。コストダウン
と免震構造で統一、南側に広い広場の設置など市民
の声を反映した建設計画に見直すことを求める。市
長の公約に対する姿勢は大変遺憾である。公立保育
園の廃園撤回は、東京地裁判決で「専決処分は違
法・条例は無効」の判決が出たにもかかわらず、原
告の児童だけ入所を認めるという行政としてあるま
じき対応である。さらに保護者から新たな訴訟が起
こされ市長の政治姿勢が問われる。廃園対象園の募
集再開を求める。都市計画道路・優先整備路線につ
いて、「中止を都に要請」とした公約を撤回する事
態となったことは市民を裏切るもので許されない。
その市長報告は撤回したが、白井市長の公約に対す
る責任、市長としての資格が厳しく問われる。

　小金井市の従来からの課題点は財政の健全化。そ
のためには歳入構造の改革が必要であるが、この施
政方針にはその視点の取組み方針が全く言及されて
いない。「全ての行政経営資源の最大限の活用」と
あるが、「資源」そのものを大きくするという姿勢
が見られない。また、新型コロナワクチンやガバメ
ントクラウドのような市民のためにならない政策は
基礎自治体として反対表明をすべきである。

　持続可能な地域公共交通ネットワークの構築につ
いては、市民のニーズ調査を徹底的に行い、地域の
特性や世代等を配慮し、真に市民が必要とする交通
計画の策定を強く求める。計画策定を目的とするの
ではなく、市民が生活していく上で必要な地域交通
を検討していくべきである。以前から指摘してきた、
グリーンスローモビリティを例に、地域が必要と考
え地域が育む地域交通の検討も加速させるべき。

　4つの重要課題についての会派意見を述べる。
①都市計画道路２路線
　施政方針では、令和７年３月末に東京都への要望
書提出に言及した一方、その内容は示されなかった。
その後、公約を一転させ、２月17日の本会議で事
実上の整備推進を表明した。しかし、一旦提出した
市長報告をわずか２週間で撤回するなど、議会の混
乱を招いた市長の責任は重い。
②新庁舎・（仮称）新福祉会館建設の早期実現
　我々は、令和３年11月に本事業が中断する際に
も、事業中断は誰のためにもならないと主張してき
た。それから約40億円の建設工事費急騰があり、
今年２月には工事施工業者の応札がなく入札不調と
なった。当時、議員の立場で中断を求めた白井市長
は、この事実を重く受け止め、入札再公告へ原因分
析等を速やかに行い、これ以上まちづくりの停滞を
許さない姿勢を貫くべきである。
③保育の質の向上と市立保育園の在り方の検討
　市長公約であり、検討のために設置された「在り
方検討委員会」で、民間保育園代表委員が辞任に至
ったことは大変遺憾である。待機児解消のため、多
くの民間事業者の協力を求めてきた経過を踏まえ、
公立・民間の枠を超え、市全体の保育の質の向上に
つながる議論となるよう最大限努力すべきである。
④物価高騰対策
　国や東京都に準じるだけで特段の独自政策はなく、
市民との約束である４大公約はいずれも果たされて
いるとは言い難い。都市計画道路に至っては公約と
真逆の判断を行い、市長報告の撤回は前代未聞であ
る。白井市長就任当初から我々が指摘してきた政策
提案の熟度の低さと事業構築の在り方の課題が露呈
した結果であり、反省と改善を強く求める。

　農業振興に関して、都市農業が「都市にあるべき
もの」として定められている一方で毎年多くの農地
が失われている。農地を残すための具体策に触れら
れておらず、更に一歩踏み込んだ施策の展開を望む。
　名勝小金井（サクラ）が2024年12月に名勝指定
100周年を迎えた。「次の100年に向けて小金井市
の魅力をより一層高める取組を推進する」とありな
がら、今後施策を推進する担当課も決まっていない
など、具体的な方策が全く検討されていないことは
残念でならない。シティプロモーションにも資する
取組として積極的に検討をいただきたい。
　芸術文化振興について触れられていなかった。
2011年市民交流センター竣工時に文化協会元会長
が「文化は心の福祉」と熱い思いを語られたことを
改めて申し上げる。様々な課題がある中であるから
こそ、重要な施策の柱として取り組んで頂きたい。
　組織体制の強化について、多くの経験豊富な管理
職が役職定年を迎える。新たな組織体制を含め、ど
のような組織運営を図るのか、早期検討を求める。
　重要課題として掲げられた「都市計画道路整備の
中止を求めること」について、その後、市長報告で
述べられた公約を覆す総合的判断は、特に整備中止
を求める方々に誤解を招く表現である。市政運営の
基本方針を述べる施政方針では正確な表現を求める。

　優先整備路線について、「はけと野川を守り、豊か
な暮らしと文化を後世に継承していくために、中止・
見直しを都に要望する」ことが白井市長の公約であ
る。「都に要望書を提出する」ことは手段であり目的
ではない。市民との約束を果たすことを強く求める。
　温室効果ガス排出削減目標の見直しに当たっては、
気候危機を命の問題と捉え、2050年ゼロカーボン
達成のために必要な高い数値目標の設定を求める。

　市は、違法、無効との判決が確定している市立保
育園２園の廃園条例に基づいて、廃園の既成事実化
を進めている。「法律による行政」に背を向け、原
告のお子さんの入園だけを認めて、他は認めないと
いうコンプライアンス上ありえない対応を続けてい
ることから、さらに多くの保護者から別の訴訟も提
起されている。ただちに廃園条例の運用をやめ、委
員２人もが辞任した公立保育園の在り方検討委員会
も仕切り直すべきである。1月16日に現行案に基づ
く建設工事の入札を公告したが、どの建設会社から
も相手にされず、２月18日に入札は不調、お流れ
に。不調を踏まえ、階数や床面積の縮減などにより
コストダウンを図るべく、また、かねてより市民か
ら指摘されている利便性や安全性に関する事項を是
正すべく、速やかに設計の見直しを始めるべきであ
る。常識では考えられないような市長の行政執行に
より、都道２路線をめぐる市政の混乱、迷走が著し
い。環境・保全生態分野の専門家の意見を引用して
市長報告を行うに当たり、本人に相談もなく、また
本人の許諾もなく、恣意的に意見の結論部分を隠蔽
するなどは、行政の長としてあるまじき行為である。
発表されたばかりの施政方針に真っ向から反する。

　白井市長就任後、市公式ＬＩＮＥアカウントの運
用開始、市報リニューアル、中学生や若者の会議、
ＤＸ推進等、こがおもの推進する政策が実現してい
る。新年度は市立保育園条例の改正を予定しており、
見守りたい。市公式ホームページのリニューアルも
予定されており、より市民に届く、分かりやすい広
報を通じて、市政を「自分ゴト」化する市民が増え、
多様な意見を尊重し合うまちづくりを期待する。

　重要な視点の１番目に気候危機への今後の更なる
対策の検討が入ったことは評価する。気候非常事態
宣言をした本市の取組強化を要望する。
　“はけと野川をこわす都市計画道路”優先整備2路
線について、2024年度中に東京都に要望書を提出
するとしていたが、市長報告の撤回により提出しな
いことになった。課題解決が目的化している様に見
受けられるが、適切に対応していくことをを望む。

自由民主党・信頼の小金井

日本共産党小金井市議団

参政党小金井

街の仲間たち

みらいのこがねい

小金井市議会公明党

生活者ネットワーク

子どもの権利を守る会

小金井をおもしろくする会

緑・つながる小金井
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